
一緒に考えてみませんか
ペットとの時間を幸せなものにするために
現在ペットも高齢化が目立つようになってきました。病、老、死からは、動物も逃れることはできま
せん。ペットも人間と同じように、認知症になることもあれば、寝たきりで介護が必要になることもあ
ります。定期的な健康診断や普段のケアで、健康を維持することはもちろん大切です。そしてそれ
と同じくらい大切だと私が考えていることが、「ペットの終末期のことをきちんと考えておくこと」です。

将来どれくらいお金がかかるのか、介護は誰がするのか、飼主がどうしても飼えなくなった場合は
どうするのか、など。しっかりと考えご家族で話し合っておくことで、万一のときに落ち着いて対応で
きますし、ペットと過ごす日々の時間をもっと大切にできるようになります。人の世界でも「終活」「エ
ンディングノート」など、元気なうちから人生の終わりの準備をすることは、ごく普通のことになってき
ています。ペットとどのように暮らし、どのようにお別れするか、それを考えるお手伝いをしたいと私
は考えています。ぜひお気軽にご相談ください。

◆飼主様に万が一のことがあった場合の対応
（その後のお世話をどなたにお願いするかなど）

◆動物が終末期を迎えたときの対応
（治療の選択肢についてなど）

◆動物が亡くなった後の対応
（葬儀、お墓などについて）

動物の基本情報

動物のお名前

生年月日 年 月 日

性別

種類（犬種・猫種など）

避妊・去勢手術 実施済 ・ 未実施

ごはんの種類・頻度・量

好きなこと・もの

嫌いなこと・もの

かかりつけの動物病院

加入しているペット保険

行きつけのトリミングサロン

その他通っている施設など

病気・怪我の既往歴・使用しているお薬と飲ませ方

その他、あなたのご家族である動物のことについての情報を
どんなことでもよいので記入してください。

もしものときの希望

飼主様署名 印

ご住所

お電話


